
2016
193号

11月25日発行

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

ソバ畑（中粟野）ソバ畑（中粟野）

市政を問う
議会からあなたへ

議会閉会中の
　　継続調査を報告します。

特集



（２）２０１６　１９３号

質　
　

問

　

ふ
る
さ
と
か
ぬ
ま
寄
付
金
に
つ
い

て
、
平
成　

年
度
の
実
績
と
今
後
の

27

対
応
を
伺
う
。

高
額
寄
付
者
に
対
応
す
る
返

礼
品
の
品
ぞ
ろ
え
、積
極
的

な
周
知
活
動
等
、市
の
名
産

品
等
を
広
く
P
R
し
、増
収

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
平
成　

年
度

27

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
を
開
設
す
る
な
ど
、

手
軽
に
申
込
み
が
で
き
る
環
境
を
整

備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
受
入
件
数
で

　

件
、
受
入
金
額
で
は
1
埀
2
0
5

796万
4
埀
0
6
1
円
の
成
果
を
上
げ
ま

し
た
。
本
市
の
寄
付
受
入
額
は
増
加

を
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
が
他
の
自

治
体
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
こ
と

で
市
民
税
額
が
減
収
と
な
り
、
差
し

引
き
約　

万
円
の
赤
字
が
生
じ
て
い

240

ま
す
。
本
年
度
、
人
気
商
品
で
あ
る

イ
チ
ゴ
に
新
品
種
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
を

追
加
す
る
等
、
現
在
は
そ
の
品
ぞ
ろ

え
を　

種
類　

品
目
ま
で
拡
大
す
る

78

100

な
ど
、
更
に
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
額
寄
付
者
に
対
応
す

る
返
礼
品
の
品
ぞ
ろ
え
や
、
よ
り
多

く
の
方
に
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
魅

力
あ
る
返
礼
品
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
積
極
的
な
周
知
活
動
を
行
い
、

本
市
の
名
産
品
等
を
広
く
P
R
す
る

こ
と
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
政
を

問
う

第4回定例会で12人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

9/7～9
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

答　
　

弁
（
市　

長
）



（３） ２０１６　１９３号

質　
　

問

　

事
業
展
開
前
と
後
の
違
い
、
少
子

化
対
策
へ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

切
れ
目
な
く
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
、育
児
世
代
の
保
護

者
が
、大
き
な
安
心
感
を
得

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

平
成　

年
度
よ
り
妊
娠
届
を
受
理

29

し
相
談
で
き
る
場
所
を
本
庁
と
市
民

情
報
セ
ン
タ
ー
の
2
か
所
に
置
き
、

保
健
師
ま
た
は
助
産
師
を
専
任
で
本

庁
に
1
名
と
健
康
課
の
保
健
師
が
兼

務
で
体
制
を
整
備
す
る
考
え
で
い
ま

す
。
現
在
は
こ
ど
も
家
庭
課
が
中
心

と
な
り
妊
娠
届
出
を
受
け
て
い
る
た

め
、
情
報
を
把
握
す
る
の
に
時
間
が

か
か
る
ほ
か
、
面
談
で
き
る
件
数
が

少
な
く
、
妊
娠
中
の
不
安
や
産
後
う

つ
な
ど
に
十
分
対
応
で
き
て
い
な
い

状
況
で
す
。
今
後
は
妊
娠
届
出
当
初

か
ら
保
健
師
や
助
産
師
が
関
係
性
を

築
く
こ
と
で
、
母
子
保
健
や
育
児
に

関
す
る
悩
み
等
に
切
れ
目
な
く
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
、
育
児
世
代
の
保

護
者
が
大
き
な
安
心
感
を
得
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
が
周
産
期
な
ど

に
大
き
な
安
心
感
を
得
ら
れ
る
こ
と

で
、
そ
の
後
も
安
心
し
て
子
育
て
す

る
こ
と
が
で
き
、
本
市
に
住
ん
で
子

育
て
す
る
喜
び
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
現
実
に
、
制
度
の
先
進

地
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
出

産
数
の
増
加
と
虐
待
の
減
少
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
本
市
も
そ
の
効
果
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

加加加加加加加加加加加 藤美智子 議員

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
い
て
伺
う

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

地
籍
調
査
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

　

地
籍
調
査
の
①
今
年
度
実
施
地
区

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
②
対
象
地
区
の
住

民
に
対
す
る
周
知
と
住
民
の
理
解
に

つ
い
て
伺
う
。

　

月
中
旬
か
ら
一
筆
ご
と
の

10土
地
に
つ
い
て
の
調
査
・
測
量

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

①
で
す
が
、
境
界
や
基
準
点
が
正

確
で
あ
る
土
地
区
画
整
理
実
施
済
み

地
区
に
隣
接
し
た
人
口
集
中
地
区
の

中
か
ら
土
地
取
引
が
多
く
、
経
済
効

果
が
高
い
と
思
わ
れ
る
緑
町
3
丁
目

の
一
部
と
幸
町
2
丁
目
の
一
部　

平
0.1

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
は　

月
中
旬
か
ら
一
筆
ご
と

10

の
土
地
に
つ
い
て
の
調
査
・
測
量
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
今
年
4
月
号
の

広
報
か
ぬ
ま
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
今
年
度
か
ら
地
籍
調
査
に
着
手
す

る
記
事
を
掲
載
し
、
5
月
下
旬
に
対

象
地
区
や
隣
接
す
る
自
治
会
長
へ
、

地
籍
調
査
の
概
要
、
対
象
地
区
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
対
象
地
区
の
住
民
へ

は
、
8
月
号
の
広
報
か
ぬ
ま
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
地
区
の
回
覧
に
よ

り
地
籍
調
査
を
行
う
旨
の
周
知
を
行

い
ま
し
た
。
9
月
下
旬
か
ら　

月
上

10

旬
に
か
け
て
日
曜
日
を
含
め
、
5
回

説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
こ
で
地
籍
調
査
に
対
す
る
必
要
性

の
理
解
や
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

子育て世代包括
支援センターとは

　妊娠期・出産直後・
子育て期の各ステー
ジを通じて、地域の
関係機関が連携して
切れ目ない支援を実
施できるよう、必要
な情報を共有し、自
ら支援を行い、また
は関係機関のコー
ディネートを行いま
す。



（４）２０１６　１９３号

質　
　

問

　

北
小
学
校
の
耐
震
補
強
及
び
改
修

工
事
に
つ
い
て
、
昨
年
9
月
に
現
役

続
行
の
方
針
を
固
め
た
が
、
1
年

経
っ
た
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

今
年
度
策
定
し
て
い
る「
北

小
学
校
校
舎
耐
震
改
修
工
事

基
本
計
画
」を
も
と
に
、改
修

方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

北
小
学
校
木
造
校
舎
の
耐
震
補
強

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
平
成　

年
26

度
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、

耐
震
補
強
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、「
北
小
学
校
木
造
校
舎
耐

震
補
強
技
術
検
討
会
」
で
検
討
を
加

え
、
大
規
模
木
造
校
舎
の
耐
震
補
強

が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
耐
震
補
強
だ
け
で

な
く
、「
校
舎
と
し
て
使
い
続
け
る

こ
と
」「
現
状
の
形
を
で
き
る
だ
け
残

し
て
い
く
こ
と
」「
児
童
が
過
ご
し
や

す
い
校
舎
で
あ
る
こ
と
」
の
3
項
目

を
基
本
方
針
と
し
、
歴
史
的
な
価
値

を
残
し
つつ
、
技
術
的
、
法
的
、
費
用

的
な
検
討
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
北
小
学
校
校
舎
耐

震
改
修
工
事
基
本
計
画
策
定
業
務
」

を
委
託
し
、
耐
震
補
強
と
長
期
的
な

校
舎
の
使
用
が
出
来
る
よ
う
な
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
そ
の
基
本
計
画
を
も
と
に
、

改
修
方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市市市市市市市市市市市 田　　登 議員

公
共
建
築
物
等
の
耐
震
補
強
及

び
改
修
工
事
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

地
域
資
源
（ 
岩  
山 
・ 
石  
山 
・ 
富  
士 

い
わ 
や
ま 

い
し 
や
ま 

ふ 

じ

 
山 
と
富
士
山
公
園
・ 
高  
鳥  
屋  
山 
と
出

や
ま 

た
か 

と 

や 

さ
ん

会
い
の
森
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
）
の

活
用
と
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を

検
討
し
、施
設
に
つ
い
て
は
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
維
持

管
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
活
用
・
整
備
に
つ
い
て
、

岩
山
は
、
ほ
と
ん
ど
が
個
人
所
有
地

の
た
め
、
地
権
者
の
同
意
と
共
に
、

地
域
全
体
で
観
光
資
源
と
し
て
の
意

識
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
石
山
に
つ
い
て
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
地
域
資
源
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

岩
山
同
様
、
土
地
所
有
者
の
同
意
と

共
に
、
近
隣
住
民
等
の
ご
理
解
が
前

提
と
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
資

源
も
条
件
が
整
え
ば
、
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
富
士
山
と
富
士
山
公
園
に

つ
い
て
、
今
年
度
は
、
栃
木
県
立
鹿

沼
商
工
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
清

掃
や
花
壇
の
整
備
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
公
園
の
美
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
自
然
を
活
か
し
た
園
路
を

巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
自
然
観
察
な

ど
、
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
出
会
い

の
森
総
合
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

と
高
鳥
屋
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、

出
会
い
橋
と
林
道 
愛
宕 
線
に
よ
り
結

あ
た
ご

ば
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
森
林
の
ハ
イ
キ
ン
グ
も
出

来
る
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
は
も
と
よ
り
、

市
民
に
も
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
P

R
し
、
相
乗
効
果
に
よ
る
利
用
客
の

増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
施
設
も
整
備
は

完
了
し
て
い
る
た
め
、
公
園
施
設
の

長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
施
設

を
維
持
管
理
し

て
い
き
ま
す
。

関関関関関関関関関関関 口　正一 議員

東
武
線
西
側
の

整
備
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲北小学校

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

答　
　

弁
（
市　

長
）



（５） ２０１６　１９３号

質　
　

問

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
基
準
に

つ
い
て
伺
う
。

住
宅
密
集
地
に
新
た
な
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る

場
合
、　

世
帯
以
上
を
基
準

25

と
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
つ

い
て
は
、「
鹿
沼
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
」
や
「
鹿
沼
市
一
般
廃
棄
物
処
理

要
綱
」
及
び
「
鹿
沼
市
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
基
準
」
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
る
利
用
世
帯

数
の
基
準
に
つ
い
て
、
住
宅
密
集
地

に
新
た
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
す
る
場
合
、　

世
帯
以
上
と
し
て

25

い
ま
す
。
平
成　

年
度
末
の
ご
み
ス

27

テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
は
2
埀
7
4
0
か

所
で
、
毎
年
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
に

よ
る
人
口
や
世
帯
数
の
動
向
及
び
地

域
の
状
況
を
み
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者

に
よ
る
自
主
管
理
を
基
本
と
し
て
お

り
、
費
用
負
担
や
設
置
場
所
な
ど
も

利
用
者
で
調
整
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
利
用
者

に
よ
る
管
理
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
際
に

は
清
掃
課
へ
相
談
い
た
だ
き
、
よ
り

良
い
解
決
方
法
を
個
別
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設

や
更
新
に
対
す
る
補
助
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
既
存
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

2
か
所
以
上
を
集
約
す
る
自
治
会
に

対
し
て
は
補
助
率
2
分
の
1
、
上
限

7
万
円
で
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
利

用
世
帯
数
が
減
少
し
て
い
る
地
区
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

島島島島島島島島島島島 田　一衛 議員

鹿
沼
市
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問
題
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

休
日
夜
間
急
患
診
療
所
に
つ
い
て
、

平
日
の
夜
間
診
療
（
月
・
水
・
金
曜

日
）の
時
間
延
長
と
開
設
日
の
増（
毎

日
）
に
つ
い
て
伺
う
。

今
後
医
師
会
と
相
談
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

診
療
所
の
開
設
日
の
診
療
は
上
都

賀
郡
市
医
師
会
に
委
託
し
て
お
り
、

平
成　

年
度
は　

名
の
医
師
に
よ
り
、

27

31

日
曜
祝
日
の
昼
間　

日
、
平
日
の
夜

70

間　

日
、
日
曜
祝
日
の
夜
間　

日
を

142

72

担
当
し
、
医
師
1
人
当
た
り
年
間
8

回
か
ら
9
回
の
当
番
が
あ
り
ま
す
。

開
設
日
を
増
や
す
と
、
医
師
の
負
担

が
更
に
増
す
こ
と
に
な
り
、
現
時
点

で
は
医
師
会
の
対
応
が
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
地
域
医
療
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
ま
す
が
体
制
の
問
題

も
あ
る
の
で
、
今
後
医
師
会
と
相
談

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
平
日
の
夜
間
の
診
療
時
間

は
、
現
在
午
後
7
時
か
ら　

時
ま
で
、

10

受
付
時
間
は
午
後
9
時　

分
ま
で
と

30

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
受
付
時
間
を

開
設
時
間
と
合
わ
せ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
火
・
木
・
土

曜
日
は
病
院
群
輪
番
制
病
院
で
あ
る

上
都
賀
総
合
病
院
・
御
殿
山
病
院
・

西
方
病
院
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
も
体
制
整
備
に
向
け

た
改
善
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿 部　秀実 議員

子
育
て
行
政
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

答　
　

弁
（
環
境
部
長
）

▲休日夜間急患診療所



（６）２０１６　１９３号

質　
　

問

　

平
和
都
市
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
い
平

和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が

ら
、平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
若
い
世
代
に
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
平
成
9
年
か
ら
市
内
の
中
学
生

を
広
島
平
和
記
念
式
典
に
派
遣
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
中
学
生

た
ち
が
広
島
を
直
接
見
て
、
肌
で
感

じ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
学
校
や
地
域

で
伝
え
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
広
報
か
ぬ
ま
や
各

学
校
で
の
事
業
の
報
告
を
す
る
ほ
か
、

今
年
は
新
た
に
実
際
の
派
遣
の
様
子

を
動
画
で
配
信
す
る
予
定
で
す
。
最

近
は
、
市
民
団
体
等
に
お
い
て
も
戦

争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
取
組
み

が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
も
連
携
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
引
き
続
き
よ

り
多
く
の
市
民
に
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

戦
後　

年
が
過
ぎ
、
戦
争
を
知
ら

71

な
い
世
代
が
大
多
数
を
占
め
る
中
で
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
す
。
今
後
も
関
係
機
関
や

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
戦
争
体
験

を
語
り
継
ぐ
場
の
設
定
も
含
め
て
、

平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

平
和
行
政
の
推
進
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
の
駐
車
場

対
策
に
つい
て
①
受
付
専
用
駐
車
場
の

確
保
②
問
診
票
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
③
当

日
受
付
の
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入

の
可
能
性
に
つい
て
伺
う
。

よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
、

方
策
を
具
体
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症

流
行
時
は
、
事
前
に
臨
時
駐
車
場
と

し
て
近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
駐
車
場
を

借
用
し
て
お
り
、
そ
の
交
通
整
理
や

案
内
を
公
益
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
混
雑
の
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
。
更
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
、
チ
ラ
シ
で
も
流
行

時
の
混
雑
状
況
な
ど
を
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
診
療
所
に

行
か
な
く
て
も
当
日
の
順
番
が
取
れ

る
よ
う
な
順
番
待
ち
シ
ス
テ
ム
の
仕

組
み
を
検
討
し
、
受
付
専
用
駐
車
場

を
確
保
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

②
受
付
時
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
、
問
診
票
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
、

早
急
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

③
順
番
待
ち
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、

駐
車
場
不
足
対
策
と
し
て
平
成　

年
27

4
月
か
ら
導
入
し
て
お
り
、
現
在
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
の
は
、

栃
木
県
で
は
宇
都
宮
市
と
鹿
沼
市
の

2
市
で
す
。
今
後
は
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
よ
う
、
ウ
ェ
ブ
予
約
の
活
用

や
診
療
受
診
の
円
滑
化
な
ど
、
そ
の

方
策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

石石石石石石石石石石石 川さやか 議員

鹿
沼
地
区
休
日
夜
間
急
患
診
療

所
の
改
善
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

答　
　

弁
（
市　

長
）

平和都市宣言

　豊かな水と緑に恵まれた鹿
沼市は、先人が築いた誇れる
歴史と伝統のあるまちです。
私たちは、この自然や歴史や
伝統を後世の人々に伝えなけ
ればなりません。
　私たちは、豊かな自然や伝
統は、世界の平和なくして守
れないことを、尊い犠牲を
払って学びました。
　しかし、今なお世界の各地

で、戦争によってかけがえの
ない多くの命が失われていま
す。
　私たち鹿沼市民は、非核三
原則を堅持し、日本国憲法の
精神である世界の恒久平和を
達成するため努力することを
決意し、ここに「平和都市」
を宣言します。

平成７年８月１５日



（７） ２０１６　１９３号

質　
　

問

　

旧
粟
野
中
学
校
校
舎
に
つ
い
て
伺

う
。

　

国
登
録
有
形
文
化
財
を
契

機
に
観
光
素
材
と
し
て
有
効

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
平
成　

年
度
か
ら
国
登
録

27

有
形
文
化
財
に
向
け
た
調
査
を
開
始

し
、
本
年
1
月　

日
に
文
化
庁
に
登

25

録
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

6
月
に
国
の
文
化
審
議
会
に
諮
問
が

な
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
7
月　

日
開

15

催
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
審
議
・

議
決
さ
れ
、
新
た
に
登
録
す
る
よ
う

文
部
科
学
大
臣
に
答
申
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
正
式
に
国
登
録
有
形
文
化
財

に
決
定
す
る
の
は
、
官
報
告
示
を
経

て
か
ら
に
な
る
た
め
、
今
年
度
登
録

に
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
す
が
、

現
時
点
で
そ
の
日
時
は
未
定
で
す
。

　

本
校
舎
は
、
昨
年
度
、
国
の
地
方

創
生
先
行
型
交
付
金
を
活
用
し
、

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
な
ど

に
活
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
維
持
管
理
は
、
本
校
舎

と
特
別
教
室
棟
、
屋
外
ト
イ
レ
を
一

体
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。
本
校
舎
は

映
画
を
初
め
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し

て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
に

よ
り
地
域
の
魅
力
を
広
く
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
地
域
振
興
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

登
録
有
形
文
化
財
に
な
る
こ
と
を
契

機
に
今
後
も
ロ
ケ
地
と
し
て
の
活
用

や
ロ
ケ
地
め
ぐ
り
、
木
の
ま
ち
ツ

ア
ー
な
ど
の
観
光
素
材
と
し
て
有
効

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

学
校
開
放
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

利
用
に
支
障
が
な
い
よ
う
、

早
急
に
修
理
や
修
繕
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

学
校
開
放
事
業
に
お
け
る
平
成　
27

年
度
の
屋
内
運
動
場
の
登
録
団
体
数

は　

団
体
、
登
録
人
数
は
2
埀
7
5

154
4
人
、
利
用
延
べ
人
数
は
6
万　

人
877

で
あ
り
、
屋
外
運
動
場
の
登
録
団
体

は　

団
体
、
登
録
人
数
は
1
埀
2
8

53
0
人
、
利
用
延
べ
人
数
は
1
万
8
埀

7
5
3
人
で
し
た
。
登
録
団
体
か
ら

の
要
望
や
苦
情
で
は
、
屋
内
運
動
場

の
照
明
の
修
繕
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

支
柱
や
ネ
ッ
ト
の
修
繕
が
多
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
施
設
の
備
品
の
更
新

状
況
に
つ
い
て
は
、
管
理
指
導
員
や

利
用
者
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
い
た
際

に
は
、
利
用
に
支
障
が
な
い
よ
う
、

早
急
に
修
理
や
修
繕
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

屋
内
運
動
場
の
雨
漏
り
の
原
因
は

老
朽
化
し
た
屋
根
な
ど
の
防
水
機
能

の
劣
化
の
ほ
か
、
壁
の
亀
裂
、
サ
ッ

シ
の
シ
ー
リ
ン
グ
（
防
水
材
料
）
の

劣
化
、
と
い
の
詰
ま
り
か
ら
の
越
水

な
ど
様
々
な
原
因
が
あ
り
、
苦
情
の

内
容
は
照
明
の
交
換
が
一
番
多
く
、

2
年
間
で　

件
で
す
。
次
に
バ
レ
ー

10

ボ
ー
ル
ネ
ッ
ト
の
修
繕
が
2
年
間
で

6
件
、
支
柱
の
修
繕
が
5
件
、
そ
の

ほ
か
に
は
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
用
ネ
ッ
ト

の
設
置
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
や
窓

ガ
ラ
ス
の
修
繕
、
体
育
館
入
口
の
照

明
の
修
繕
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員

地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

▲旧粟野中学校



（８）２０１６　１９３号

質　
　

問

　

W
i-Fi

導
入
の
進
捗
状
況
及
び
座

席
と
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
に
つ
い

て
伺
う
。

W
i-Fi

に
つ
い
て
、現
時
点
で

の
導
入
の
必
要
性
は
低
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

W
i-Fi

導
入
の
進
捗
状
況
で
す
が
、

図
書
館
の
運
営
に
関
し
、
官
庁
の
諮

問
に
応
じ
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
あ

る
図
書
館
協
議
会
が
本
年
2
月
に
開

催
さ
れ
た
際
、W

i-Fi

導
入
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
委
員
か

ら
は
「
必
要
な
い
」
あ
る
い
は
「
制

限
す
べ
き
」
と
い
う
、
導
入
に
対
し

て
慎
重
な
意
見
が
大
半
を
占
め
ま
し

た
。
加
え
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面

か
ら
、
情
報
を
読
み
取
ら
れ
る
な
ど

様
々
な
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す

る
と
、
現
時
点
で
の
導
入
の
必
要
性

は
低
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、

図
書
館
本
来
の
機
能
の
充
実
を
図
る

こ
と
で
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、

今
後
も
市
民
か
ら
の
要
望
や
他
市
の

状
況
な
ど
を
精
査
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
協
議
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

本
館
で
は
、
本
年
5
月　

日
か
ら

10

平
日
も
2
階
の
読
書
室
兼
展
示
室
を

学
習
室
と
し
て
開
放
し
て
お
り
、
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在

の
座
席
数
に
つ
い
て
、
利
用
者
か
ら

の
増
設
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来

館
者
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

改
善
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐 藤　　誠 議員

図
書
館
改
革
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

　9月26日議会最終日に議会運営委員会、各常任委員会の改選を行い、記載のとおり決定しました。

新・委員を選任しました。

▲図書館

議会運営委員会
委員
市田　　登
大貫　　毅
鈴木　敏雄
谷中　恵子
湯澤　英之
増渕　靖弘
大貫　武男

委員長
関口　正一

副委員長
鰕原　一男

総務常任委員会
委員
島田　一衛
佐藤　　誠
横尾　武男
橋本　正男

委員長
小島　　実

副委員長
大島　久幸

環境経済常任委員会
委員
石川さやか
阿部　秀実
加藤美智子
津久井健吉

委員長
増渕　靖弘

副委員長
湯澤　英之

文教民生常任委員会
委員
市田　　登
荒井　正行
関口　正一
大貫　武男

委員長
谷中　恵子

副委員長
鰕原　一男

建設水道常任委員会
委員
鈴木　　毅
鈴木　敏雄
赤坂日出男
船生　哲夫

委員長
大貫　　毅

副委員長
舘野　裕昭
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定例会で人事等が決まりました。

平成２８年第４回

9月定例会の結果

請願・陳情はこんな方法で
　請願･陳情とは、市政全般について議会に実情の
善処を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　Ａ４版、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名

人　事　　　　　　　（敬称略）
■本会議で人事が決まりました。
　（議案第７１号・７２号・７３号）

　　人権擁護委員
大塚　壱久（おおつかかずひさ・口粟野）

　　鹿沼市教育委員会委員
鈴木　　泉（すずきいずみ・坂田山）
佐川　徹三（さがわてつぞう・寺町）

鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

　平成２７年度一般会計予算は、予算総額４６７億６,９２１万７,２７７円となりました。これに対
して決算額は、歳入４４５億７,９９３万４,４４９円、歳出４２８億５５５万８,８２７円、歳入歳出差引額１７
億７,４３７万５,６２２円であり、実質収支で１１億２,４９７万１,３８２円の黒字決算となりました。予
算の執行に当たり、引き続き厳しい財政の実態を認識し、極力、経費節減に努めなが
ら４年目を迎えた第６次鹿沼市総合計画の着実な推進を目指し、議決された予算の目
的達成を図るよう努めた結果、行政需要に応え得る執行を成し遂げたと考えます。
　また、各会計とも実質収支において黒字決算となり、行政目的を達し得たものと考
えます。

〜人情味あふれる絆のまち〜

鹿沼市の決算を公表します
■認定第２〜１０号　平成２７年度鹿沼市一般会計歳入歳出決算の認定について

　空家等対策の推進に関する特別措置法に定めるもののほか、空家化の防止、危険な
空家等による被害を回避するための措置等に関し必要な事項を定めることにより、本
市の空家等に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって市民の安全で安心な暮
らしの実現に寄与するためのものです。

※条例の詳細については、市ホームページ「空き家等の適正管理」をご覧ください。

〜市民の安全で安心な暮らしの実現に向けて〜

鹿沼市空家等対策の推進に関する条例を制定します
■議案第６９号　鹿沼市空家等対策の推進に関する条例の制定について

注目議案の解説

クローズアップ

　教育においては政治的中立性と安定性の確保が強く要求され
るため、地方公共団体の長から独立した行政機関として教育委員
会が設置され、教育についての方針や施策は教育委員会の合議で
決定される。委員は人格が高潔で教育・学術及び文化に関し識見
を有する者のうちから議会の同意を得て市長が任命する。

▶用語解説「教育委員会委員」
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認定９件、市長提出議案１４件、議員提出議案３件が提出されました。
議員数２４名、表決参加議員数２３名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

賛 否 の 分 か れ た 議 案
議案７２　鹿沼市教育委員会委員の任命について
議案７３　鹿沼市教育委員会委員の任命について
（９ページをご覧ください。）

賛　
　

成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【自民党】鈴木　毅・市田　登・谷中恵子・
　　　　　津久井健吉・増渕靖弘・鰕原一男・
　　　　　赤坂日出男・橋本正男
【経世会】舘野裕昭・小島　実・湯澤英之・関口正一
【民進党】島田一衛・大貫　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸・
　　　　　大貫武男・船生哲夫
【日本共産党】　阿部秀実
【無所属】石川さやか

不
参
加

【無所属】佐藤　誠

可決可決
賛成2

2名

不参加  
1名賛成2
2名

不参加  
1名

認定３　平成２７年度鹿沼市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について

　（９ページをご覧ください。）

賛　
　

成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【自民党】市田　登・谷中恵子・津久井健吉・
　　　　　増渕靖弘・赤坂日出男・橋本正男
【経世会】舘野裕昭・小島　実・湯澤英之・関口正一
【民進党】島田一衛・大貫　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸・
　　　　　大貫武男・船生哲夫
【無所属】石川さやか

反
対

【自民党】鈴木　毅・鰕原一男
【日本共産党】阿部秀実

不
参
加

【無所属】佐藤　誠

決
算

認定２、４〜１０　平成２７年度鹿沼市一般会計歳入歳出
決算の認定など決算の認定８件

　（９ページをご覧ください。）

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成

人
事

議案７１　人権擁護委員候補者の推薦
　（９ページをご覧ください。）

議
員
提
出
議
案

議員案４　決算特別委員会の設置について
　平成２７年度鹿沼市一般会計及び特別会計の決算を審査す
るため特別委員会を設置しました。

議員案５　各常任委員会への特定調査事件付託
　各常任委員会（総務・環境経済・文教民生・建設水道）に
対し、特定事件について議会閉会中の調査を付託しました。

議員案６　議会運営委員会への調査事件付託
　議会運営委員会に特定事件①付託調査事項②議会閉会中
の継続審査について、閉会中の調査を付託しました。

全議員が賛成した議案（可決）

平

成　

年

度

補

正

予

算

２８

議案６０　平成２８年度鹿沼市一般会計補正予算（第１号）
　予算総額を３９７億６,７５４万３千円とします。

議案６１　平成２８年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

　予算総額を１３３億２,５１２万７千円とします。

議案６２　平成２８年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計
補正予算（第１号）

　繰越金の増額を計上し繰入金を減額して、歳入予算を更正し
ます。

議案６３　平成２８年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計補
正予算（第１号）

　予算総額を２億７,０３４万８千円とします。

議案６４　平成２８年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特
別会計補正予算（第１号）

　予算総額を２,１６１万１千円とします。

議案６５　平成２８年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会
計補正予算（第１号）

　繰越金の増額を計上し繰入金を減額して、歳入予算を更正し
ます。

議案６６　平成２８年度鹿沼市介護保険特別会計補正予算
（第１号）

　予算総額を７５億６９万５千円とします。

議案６７　平成２８年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

　予算総額を９億７,６４２万７千円とします。

議案６８　平成２８年度鹿沼市財産区管理会特別会計補正
予算（第１号）

　繰越金の増額を計上し繰入金を減額して、歳入予算を更正し
ます。

条
例
制
定

議案６９　鹿沼市空家等対策の推進に関する条例の制定
　（９ページをご覧ください。）

賛　
　

成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【自民党】鈴木　毅・市田　登・谷中恵子・
　　　　　津久井健吉・増渕靖弘・赤坂日出男・
　　　　　橋本正男
【経世会】舘野裕昭・小島　実・湯澤英之・関口正一
【民進党】島田一衛・大貫　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸・
　　　　　大貫武男・船生哲夫
【日本共産党】　阿部秀実
【無所属】石川さやか
【無所属】佐藤　誠

不
参
加

【自民党】鰕原一男

可決可決
賛成2

2名

不参加  
1名賛成2
2名

不参加  
1名

条
例
の
一
部
改
正

議案７０　鹿沼市立学校の設置に関する条例の一部改正
　平成２９年度３月３１日をもって上粕尾小学校を閉校し、粕尾小
学校に統合するためのものです。

可決可決
賛成1

9名

反対 
 3名

不参加 
 1名

賛成1
9名

反対 
 3名

不参加 
 1名
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特集 議会閉会中の継続調査がまとまりました

常任委員会の活動の成果をご報告します。
　昨年１２月に議会閉会中の継続調査付託を議決し、調査テーマにそって、現地調査、意見聴取、討議を重
ねてきました。このほど４つの常任委員会が取り組んできた研究テーマがまとまり、その成果を議長に報
告しました。また、市への提言として９月２６日の本会議において、各常任委員長が報告をしました。

　自然災害に対して、地域防災力の強化を図り、災害を未然に防ぐ、
被害を最小限に留めていくかを調査研究してきました。市民の安全
安心を確保するための防災・危機対策について、５点提言します。
提言１　消防職員の増員について、女性職員の登用や中途採用を取
り入れ、平成３３年度までに１０名増員すること
提言２　消防訓練塔の整備について、多様な救助訓練の必要性から、
改築に向けた計画を早急に策定し改善すること
提言３　避難所の充実について、雨漏り箇所の修繕やトイレを洋式
トイレに改修し、避難所環境を改善すること
提言４　専門的な知識・技術を有する地域防災マネージャーを配置
し、防災体制を強化すること
提言５　重機所有者との災害時援助協定の締結や災害ボランティア
への支援（燃料代等実費分）を検討すること

総務常任委員会
○地域防災力の強化について

　地場産業の現状を知るため、市内の商工団体や農業団体と
の意見交換会を実施し、４点提言します。
提言１　地域資源の発掘と再発見について、各部署の横の連
携強化を進めること
提言２　異業種連携について、より一層の連携を強化すると
ともに、さらなる支援をしていくこと
提言３　販路の確保、拡大と新たな顧客ニーズの把握につい
て、直接的な対話を通じ、積極的な指導、助言をしていくこ
と
提言４　働き手の確保、担い手の育成について、新規就農者
と面談し、ニーズを聴き、円滑な準備を積極的にサポートす
ること

環境経済常任委員会
○地域経済の活性化・発展について

　学力向上の必要性の共通認識を土台として、担当部局との
意見交換会を実施し、２点提言します。
提言１　国県が実施する「全国学力・学習状況調査」「とちぎっ
子学習状況調査」を目標と定義し、結果を公表し、それを支
援する教育行政の諸課題や情報の積極的な開示をすること
提言２　科学的根拠と実績に基づいた全国的な先進的な事例
の調査研究と模倣と導入のための予算と人員を確保すること

文教民生常任委員会
○学力の向上について

　関東・東北豪雨の災害現地視察を実施し、担当部局を交え
て委員会活動を行い調査した結果を踏まえ２点提言します。
提言１　平成２６年２月に関東地方初の登録となった「小藪川
上流域市街地安心プラン（１００ｍｍ／ｈ安心プラン）」を推進
させ、早期に小藪川流域の治水対策を進めること
提言２　浸水常襲地域の解消のための対策を加速化すること

建設水道常任委員会
○治水対策について



議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１1.1円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

第７次鹿沼市総合計画に対する提言書を提出しました
　昨年、１２月に平成２９年度から始まる新
総合計画の策定にあたり議員自ら提言す
るため総合計画検討特別委員会を設置し
ました。
　執行部からのヒアリングを実施し「第
６次鹿沼市総合計画」の取り組み状況の
把握、検証を行い、議論を重ね、その検
討結果を提言書にまとめました。
　９月２６日本会議終了後、提言の趣旨を
十分に理解検討いただき「第７次鹿沼市
総合計画」に反映していただくことを
願って、市長へ提出しました。

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～　

11/21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 12/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

11月
月 火 水 木 金 土 日

12月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページまた
は議会事務局までお問い合わせください。（電話６３－２２０３）

表紙の写真は
ふるさとは純白に!!
秋の風物詩「蕎麦（ソバ）畑」

　ソバ畑の白い花が一面に咲き誇ってい
ます。このふるさとの純白の風景は、本
市の秋の風物詩のひとつであり、人々の
目を楽しませてくれます。
　ソバの花（タデ科）　花言葉：懐かしい
思い出

思川開発事業（南摩ダム）建設予定地の現地視察を行いました
　９月２６日に建設予定地（上南摩町）の現
地視察を行い、事業主体の独立行政法人
水資源機構から事業説明を受けました。
　思川開発事業（南摩ダム）につきましては、
平成２１年に本体工事への着工が凍結され
て以降、国と水資源機構が事業の必要性、
計画内容の点検、代替案の可能性等の検
証を行ってきましたが、本年８月２５日に国
から「事業を継続する」という方針が示され、
事業がすすめられることになりました。

正副議長から市長へ提出

提言１　協働のまちづくりの推進
提言２　人口減少社会に対応した行財政運営
提言３　子育て支援の充実
提言４　教育環境の充実
提言５　社会変化に対応した教育の推進
提言６　子どもの安全対策の充実
提言７　多様な教育ニーズへの対応と支援
提言８　スポーツの振興
提言９　産業の振興
提言１０　花木センターのパワーアップ
提言１１　林業の振興
提言１２　公共施設整備の方向性


